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第
三
十
三
回
東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
は
、

岩
手
支
部
主
管
で
、
全
国
的
に
有
名
な
民
話

の
里
、
遠
野
市
の
た
か
む
ろ
水
光
園
と
六
角

牛
山
（
一
二
九
四
・
三
ｍ
）
を
会
場
に
、
五
月

二
十
七
日(

土)

、
二
十
八
日(

日)

に
開
催

さ
れ
た
。

　

二
台
の
車
に
分
乗
し
て
秋
田
市
を
出
発
し

た
が
、
集
会
の
時
間
ま
で
余
裕
が
あ
っ
た
の

で
、
前
に
も
来
て
お
ら
れ
る
佐
々
木
民
秀
顧

問
や
会
員
の
案
内
で
、
続
き
石
、
五
百
羅
漢
、

山
崎
の
コ
ン
セ
イ
サ
マ
な
ど
観
光
し
て
か
ら

会
場
へ
向
か
う
。

　

参
加
者
は
、
北
海
道
二
名
、
青
森
八
名
、

秋
田
九
名
、
宮
城
五
名
、
山
形
六
名
、
福
島

十
一
名
、
岩
手
二
十
名
の
合
計
六
十
一
名
の

参
加
者
で
あ
っ
た
。

二
十
七
日
十
四
時
か
ら
受
付
、
支
部
長
会
議

で
は
昨
年
の
秋
田
主
管
の
森
吉
山
・
桃
洞
滝

へ
の
協
力
に
お
礼
を
述
べ
た
。
各
支
部
の
報

告
の
後
、来
年
は
山
形
支
部
の
主
管
が
決
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
西
山
泰
正
北
海
道
支
部
長
か
ら
は

来
年
の
全
国
支
部
懇
談
会
は
、
北
海
道
支
部

主
管
で
大
雪
山
・
黒
岳
で
開
催
す
る
と
の
案

内
が
あ
っ
た
。
こ
の
後
、全
体
集
会
が
行
わ
れ
、

阿
部
洋
子
岩
手
支
部
長
の
歓
迎
の
挨
拶
に
続

き
、
高
橋
時
夫
岩
手
県
山
岳
協
会
会
長
（
Ｊ

Ａ
Ｃ
会
員
）
か
ら
、
昨
年
の
岩
手
国
体
へ
の

感
謝
、
山
の
日
や
柳
田
国
男
と
遠
野
の
里
に

関
す
る
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

記
念
講
演
は
、
元
朝
日
新
聞
盛
岡
総
局
長

の
木
瀬
公
二
氏
に
よ
る
「
遠
野
の
山
々
と
遠

野
物
語
」
で
あ
っ
た
。
私
は
以
前
、
カ
ッ
パ

淵
で
キ
ュ
ウ
リ
を
つ
け
た
釣
竿
を
流
れ
に
お

ろ
し
て
い
る
数
名
の
観
光
客
を
見
た
と
き
、

こ
の
浅
い
小
川
に
河
童
が
現
れ
る
わ
け
な
い

と
思
っ
た
。
こ
の
度
の
講
演
を
拝
聴
し
て
、

柳
田
国
男
の
河
童
や
座
敷
童
の
物
語
は
、
江

戸
後
期
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
飢
饉
等

あ
っ
た
閉
鎖
社
会
の
中
で
語
り
継
が
れ
て
き

た
こ
と
が
お
こ
り
え
た
こ
と
だ
と
納
得
し
た
。

　

ま
た
、
木
瀬
さ
ん
の
、
む
の
た
け
じ
さ
ん

に
関
す
る
記
事
（
朝
日
新
聞
平
成
二
十
九
年

三
月
三
十
一
日
掲
載
）「
再
思
三
考　

む
の
た

け
じ
の
遺
言　

大
勢
い
る
｛
連
子
窓
の
弟
子
｝」

も
心
に
残
っ
た
。
ち
な
み
に
、
む
の
た
け
じ

さ
ん
（
百
一
歳
で
逝
去
）
の
お
墓
は
、
私
の

住
む
大
仙
市
神
宮
寺
の
法
蔵
寺
に
あ
り
、
お

墓
参
り
の
時
に
は
、
合
掌
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

十
八
時
か
ら
二
十
時
ま
で
は
盛
大
に
支
部

交
流
、
懇
親
会
、
二
次
会
は
南
部
曲
り
家
に

移
り
、
希
望
者
で
行
わ
れ
た
。
翌
朝
、
峠
登

山
口
で
七
時
半
バ
ス
下
車
、
準
備
体
操
、
阿

部
陽
子
岩
手
支
部
長
の
説
明
、
八
時
五
十
分

出
発
、
阿
部
支
部
長
の
適
切
な
ト
ッ
プ
誘
導

の
す
ぐ
後
を
、
秋
田
支
部
は
堀
井
副
支
部
長

に
続
い
て
登
っ
た
。
雑
木
林
や
マ
ツ
、
ナ
ラ
、

登
る
に
つ
れ
ブ
ナ
も
あ
り
、
昔
か
ら
登
ら
れ

て
き
た
山
で
、
四
合
目
休
み
石
か
ら
急
登
も

続
く
が
足
場
も
し
っ
か
り
し
た
、
趣
の
あ
る

山
で
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
登
り
、
二
時
間
二
十

分
で
山
頂
に
到
着
。
残
念
な
が
ら
、
ガ
ス
で

展
望
利
か
ず
、
風
も
あ
り
、
昼
食
も
早
く
切

り
上
げ
る
。
十
一
時
三
十
五
分
に
下
山
を
開

東北・北海道地区集会

始
し
、
バ
ス
の
待
つ
駐
車
場
に
着
い
て
十
四

時
三
十
分
に
は
解
散
。　

　

解
散
の
後
、
か
っ
ぱ
淵
を
観
光
。

　

二
十
九
日
に
は
、
釜
石
の
旅
館
を
出
て
薬

師
公
園
、
鉄
の
歴
史
会
館
玄
関
前
、
大
船
渡

の
一
本
松
、
猊
鼻
渓
船
下
り
を
見
て
回
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
鳶
が
水
面
の
数
羽
の
カ
モ
の
ヒ

ナ
の
群
れ
を
め
が
け
て
何
度
も
急
降
下
、
母

親
カ
モ
も
必
死
で
防
戦
す
る
が
、
つ
い
に
一

羽
の
ヒ
ナ
が
さ
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
目
に
し
た
。

　

船
の
上
で
聞
い
た
船
頭
さ
ん
の
南
部
牛
追

い
歌
も
両
岸
の
緑
と
ゆ
っ
た
り
し
た
流
れ
の

中
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

車
の
運
転
手
の
鈴
木
裕
子
副
支
部
長
、
石
川

祐
子
、
佐
々
木
長
秀
両
役
員
の
安
全
運
転
に

も
感
謝
し
て
い
る
。
楽
し
い
東
北
・
北
海
道

地
区
集
会
と
小
さ
な
旅
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
参
加
者　

今
野
昌
雄　

佐
々
木
民
秀　

　
　

福
田
光
子　

鈴
木
裕
子　

堀
井
弘

　
　

石
川
祐
子　

柴
田
勧　

佐
々
木
長
秀

　
　

佐
々
木
悦
子

東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
に
参
加
し
て
　
今
　
野
　
昌
　
雄

たかむろ園の前で
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六
月
十
一
日
（
日
）、
太
平
山
県
立
自
然

公
園
整
備
促
進
地
域
協
議
会
主
催
の
、
恒
例

の
太
平
山
山
開
き
清
掃
市
民
登
山
に
参
加
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
は
、
秋
田
支
部
公
益
的
事
業

活
動
の
一
つ
と
し
て
協
力
し
て
い
る
。

　

太
平
山
旭
又
登
山
口
に
は
、
秋
田
市
募
集

の
参
加
者
三
十
五
名
と
ス
タ
ッ
フ
、
サ
ポ
ー

タ
ー
等
五
十
数
名
が
参
集
。

　

秋
田
市
以
外
の
上
小
阿
仁
村
か
ら
の
参
加

者
、
河
辺
地
区
か
ら
の
参
加
者
も
お
り
、
旭

又
登
山
口
は
大
賑
わ
い
だ
っ
た
。

　

パ
ラ
パ
ラ
と
小
雨
降
る
中
、「
降
ら
ね
ば

い
い
ど
も
な
あ
。」
と
雨
の
心
配
を
し
な
が

ら
、
八
時
三
十
分
、
三
班
編
成
で
出
発
。

　

豪
雪
か
、
老
朽
化
か
、
旭
又
の
橋
が
崩
壊

し
て
い
る
の
で
、
藪
刈
り
を
し
た
迂
回
路
を

通
り
、
赤
倉
沢
に
架
か
る
橋
を
渡
り
、
し
ば

ら
く
進
む
と
、
旭
又
か
ら
の
登
山
道
と
合
流

す
る
。

　

昨
夜
か
ら
明
け
方
ま
で
降
っ
た
雨
の
せ
い

で
、
歩
道
は
ド
ロ
ド
ロ
の
個
所
も
あ
り
、
私

は
長
靴
だ
っ
た
が
、
登
山
靴
の
方
々
は
気
の

毒
だ
っ
た
。

　

ガ
ス
で
景
色
は
見
え
な
か
っ
た
が
、
あ
や

め
坂
で
は
足
元
に
ヒ
メ
シ
ャ
ガ
が
ま
だ
咲
い

て
い
て
、
可
憐
な
花
が
目
を
楽
し
ま
せ
る
。

ヒ
メ
シ
ャ
ガ
を
移
植
し
、
見
守
っ
て
、
乾
季

に
は
毎
日
水
や
り
に
通
っ
た
と
い
う
、
故
人

と
な
っ
た
山
仲
間
の
こ
と
を
偲
び
な
が
ら
急

坂
を
登
る
。

　

太
平
山
の
登
山
道
は
、
昔
と
比
べ
る
と
、

随
分
と
痛
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
あ

ち
こ
ち
が
雨
や
雪
の
た
め
崩
れ
、
幾
つ
か

太
平
山
山
開
き
市
民
登
山
に
参
加　
　

鈴
　
木
　
裕
　
子

あ
っ
た
木
段
は
す
っ
か
り
壊
れ
、
台
風
や
老

朽
化
よ
る
倒
木
が
歩
道
を
塞
い
で
い
た
箇

所
を
避
け
て
通
る
た
め
、
小
さ
か
っ
た
迂
回

路
が
す
っ
か
り
立
派
な
歩
道
に
変
わ
っ
て

い
る
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、
マ
イ
ズ
ル

ソ
ウ
等
の
野
草
を
楽
し
み
な
が
ら
登
り
、
御

手
洗
の
水
場
に
着
く
。
皆
さ
ん
は
も
う
奥
岳

に
向
か
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
一
休
み
。
ガ
ス

で
辺
り
は
良
く
見
え
ず
、
そ
れ
に
寒
い
。

　

石
川
祐
子
さ
ん
と
私
は
、
こ
こ
で
下
山
し

た
い
と
申
し
出
た
女
性
参
加
者
と
共
に
、
下

山
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

無
線
連
絡
に
よ
れ
ば
、
七
曲
近
く
の
水
場

は
水
量
が
多
く
渡
渉
状
態
。
山
頂
部
は
雨
、

ガ
ス
が
か
か
り
、
景
色
は
全
く
見
え
ず
、
参

篭
所
は
満
員
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

全
員
山
頂
到
着
十
二
時
頃
の
連
絡
。
雨
で

歩
道
状
況
が
悪
か
っ
た
た
め
か
、
例
年
よ
り

遅
い
な
あ
と
思
っ
た
。

　

私
た
ち
三
人
は
、
滑
り
や
す
い
足
元
に
気

を
使
い
な
が
ら
安
全
第
一
で
ゆ
っ
く
り
と

下
っ
た
。
天
候
も
だ
ん
だ
ん
回
復
し
、
青
空

も
見
え
始
め
た
。

　

旭
又
登
山
口
も
近
く
な
っ
た
こ
ろ
、
時
間

に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
ミ
ズ
等
の
山
菜
を

採
る
。
山
の
恵
み
の
調
理
方
法
な
ど
教
え
あ

い
な
が
ら
、
午
後
三
時
近
く
、
無
事
に
駐
車

場
に
着
い
た
。

　

こ
こ
で
、
安
全
祈
願
祭
を
終
え
、
記
念
撮

影
後
、
午
後
一
時
頃
に
下
山
開
始
し
た
皆
さ

ん
を
待
つ
。
無
線
で
御
手
洗
着
、
山
の
神
着

と
連
絡
が
入
る
。
赤
倉
沢
の
橋
を
過
ぎ
た
と

い
う
連
絡
、
皆
さ
ん
の
到
着
は
す
ぐ
だ
。

　

三
班
、
二
斑
、
一
斑
と
次
々
に
到
着
。
全

員
が
無
事
に
到
着
し
、解
散
と
な
っ
た
の
は
、

十
六
時
三
十
分
を
過
ぎ
て
い
た
。

秋
田
支
部
参
加
者

　

佐
々
木
民
秀　

三
浦
眞
六　

堀
井
弘 

　

鎌
田
倫
夫 

佐
藤
博 

安
藤
金
栄

　

今
野
昌
雄　

鈴
木
裕
子　

石
川
祐
子

　

柴
田
勤　

熊
谷
光
子

※
太
平
山
以
外
の
山
の
清
掃
登
山
、
親
子
登

山
、
登
山
道
の
整
備
等
に
協
力
、
実
行
委
員

と
し
て
活
動
し
て
い
る
会
員
の
方
は
、
事
務

局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
会
報
に
掲

載
し
、
周
知
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

本
会
か
ら
公
益
的

事
業
と
し
て
評

価
さ
れ
ま
す

　

平
成
二
十
九
年
度
通
常
総
会
が
、
六
月

二
十
四
日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京
都
千
代
田

区
の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
催
さ
れ
た
。

今
野
支
部
長
出
席
。

　

第
一
号
議
案
・
平
成
二
十
八
年
度
の
事
業

報
告
、
第
二
号
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。

　

第
三
号
議
案
の
役
員
選
任
の
件
で
は
、

十
五
名
の
理
事
が
承
認
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案

に
つ
い
て
は
、
三
月
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、

内
閣
府
に
提
出
し
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
の

説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
　
（
二
十
九
年
度
通
常
総
会
資
料
及
び

　
　
　
　
　
　
　

会
報
「
山
」
七
月
号
参
照
）

会
員
数
情
報　
平
成
二
十
八
年
度
末

　
　

◎
会
員
数
　
　
　
　
四
九
八
三
名

　
　
　

名
誉
会
員　
　
　
　
　
　
　

十
名

　
　
　

永
年
会
員　
　
　
　
　

三
八
九
名

　
　
　

終
身
会
員　
　
　
　
　
　

五
六
名

　
　
　

通
常
会
員　
　
　
　

四
二
四
六
名

　
　
　

青
年
会
員　
　
　
　
　
　

六
六
名

　
　
　

夫
婦
会
員　
　
　
　
　

一
三
三
名

　
　
　

団
体
会
員　
　
　
　
　

八
十
三
名

　
　
　

　

秋
田
支
部
会
員
数
　
　
　
　
五
十
九
名

　
　
　
　
（
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
現
在
）

― 

本
会
総
会
開
催 

―
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平
成
二
十
九
年
度　

登
山
道
等
再
整
備
事
業

　

平
成
二
十
九
年
七
月
十
五
日
（
土
）、
七

時
三
十
分
、
集
合
場
所
の
ユ
フ
ォ
ー
レ
駐
車

場
に
は
秋
田
市
内
の
社
会
人
山
岳
会
と
仁
賀

保
高
校
山
岳
部
が
集
合
し
、
受
付
後
、
各
自

の
自
家
用
車
に
分
乗
し
て
悪
路
の
林
道
を
丸

舞
登
山
口
に
移
動
し
た
。　

　

参
加
者
四
十
名
ほ
ど
が
全
員
揃
っ
た
と
こ

ろ
で
秋
田
県
生
活
環
境
部
自
然
保
護
課
の
高

橋
課
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
地
元
河

辺
山
歩
会
の
太
平
山
管
理
員
で
あ
る
石
塚
稔

代
表
か
ら
こ
の
日
の
作
業
工
程
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

丸
舞
登
山
コ
ー
ス
は
、
数
年
前
ま
で
登
山

者
に
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ー
ス
沿
い
の

橋
が
決
壊
し
た
た
め
通
行
止
め
と
な
っ
て
い

た
。
私
は
四
十
年
程
前
に
登
っ
た
の
を
最
後

に
訪
れ
て
な
い
。
途
中
新
し
く
架
け
替
え
ら

れ
た
橋
が
二
カ
所
あ
り
、
こ
こ
が
決
壊
し
た

場
所
だ
と
知
る
。
他
の
橋
も
古
く
、
負
荷
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
二
～
三
人
の
少
人
数

で
渡
っ
た
。

　

沢
か
ら
離
れ
て
間
も
な
く
炭
鉱
跡
地
に

着
き
、
炭
鉱
最
盛
期
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ

こ
は
篭
滝
沢
の
大
滝
に
通
じ
る
分
岐
に
な
る
。

　

過
去
に
鬼
子
沢
と
篭
滝
沢
の
合
流
地
点

か
ら
沢
登
り
し
て
弟
子
還
の
ク
サ
リ
場
取

付
き
点
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
こ
の
大

滝
へ
の
分
岐
は
記
憶
に
な
か
っ
た
。

　

秋
田
支
部
参
加
者
の
内
五
名
が
こ
れ
よ

り
不
帰
ノ
大
滝
ま
で
の
歩
道
刈
り
払
い
の

た
め
別
れ
る
。

　

刈
り
払
い
前
の
尾
根
上
は
藪
同
然
で
あ

り
延
べ
人
数
七
十
名
程
、
延
べ
日
数
は
十
日

程
要
し
た
と
い
う
。
山
頂
小
屋
に
宿
泊
し
な

が
ら
の
作
業
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
コ
ー
ス
で

の
刈
り
払
い
は
全
て
終
了
し
て
お
り
、
河
辺

山
歩
会
の
苦
労
を
知
る
と
共
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

県
主
催
「
登
山
道
等
再
整
備
事
業
（
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
事
業
）」
の
一
環
と
し
て
、
太
平

山
丸
舞
登
山
道
の
刈
り
払
い
が
あ
り
、
七
月

十
五
日
に
実
施
さ
れ
た
。

　

刈
り
払
い
の
実
施
日
が
近
づ
い
た
頃
、
石

塚
太
平
山
管
理
員
か
ら
、
前
も
っ
て
河
辺
山

歩
会
で
刈
り
払
い
を
実
施
し
て
お
り
、
当
日

ま
で
に
は
ほ
ぼ
終
了
す
る
予
定
、
と
の
こ
と

で
、
多
く
の
参
加
者
で
踏
み
固
め
し
た
い
旨

の
連
絡
が
あ
っ
た
。

　

当
日
は
参
加
者
も
多
か
っ
た
の
で
、
秋
田

支
部
で
は
、
炭
鉱
後
か
ら
未
整
備
の
「
不
帰

ノ
大
滝
」
へ
の
コ
ー
ス
を
担
当
す
る
こ
と
と

し
、
有
志
五
名
で
刈
り
払
い
と
倒
木
処
理
や

道
印
の
テ
ー
プ
、
ロ
ー
プ
等
を
取
り
付
け
し

た
。「
不
帰
ノ
大
滝
」
は
、
太
平
山
中
で
最

も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
美
し
い
滝
で
あ
り
、
落

差
は
十
五
ｍ
程
、
一
度
は
観
て
頂
き
た
い
滝

で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
篭
滝
沢
全
域
体
で
は
、
か
つ

て
私
が
調
査
し
た
時
、
大
小
の
滝
が
二
百
ヶ

丸舞登山口で記念撮影

所
程
あ
り
、
太
平
山
中
で
は
最
も
険
し
い
沢

の
一
つ
で
も
あ
る
。

　

別
名
を
「
不
帰
ノ
沢
」
と
呼
ば
れ
、
古
く

か
ら
、
迷
っ
て
入
り
込
ん
だ
ら
生
き
て
は
帰

れ
な
い
と
の
伝
説
が
あ
り
、
過
去
に
は
数
件

の
実
例
も
あ
る
。

　

尚
、
戦
後
初(

昭
和
二
十
六
年)

と
し
て
、

保
坂
隆
司
名
誉
顧
問
が
こ
の
沢
の
核
心
部

を
探
査
し
て
い
る
。

参
加
者　

佐
々
木
民
秀　

堀
井
弘

　

佐
藤
博　

鈴
木
裕
子

　

畠
山
秀
雄
（
前
太
平
山
管
理
員

　

秋
田
県
・
自
然
保
護
課
主
催
、
山
の
日
事

業
の
一
環
と
し
て
行
う
「
平
成
二
十
九
年
度

登
山
道
等
再
整
備
事
業
」
は
、
県
の
依
頼
に

よ
り
、
秋
田
支
部
も
後
援
、
参
加
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
七
月
十
五
日
に
実

施
し
た
、
①
太
平
山
丸
舞
登
山
道
、
②
八
幡

平
秋
田
駒
ケ
岳
登
山
道
の
二
つ
の
事
業
に
、

支
部
有
志
が
参
加
し
た
。

　

丸
舞
登
山
道
整
備

　
　
　
鎌
　
田
　
倫
　
夫

　

新
し
い
案
内
板
と
倒
れ
た
標
柱
を
立
て

直
し
、
時
間
の
関
係
上
「
不
帰
ノ
沢
」
と
の

合
流
地
点
で
引
き
返
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

全
員
無
事
下
山
後
、
閉
会
式
を
行
い
、
記

念
撮
影
を
し
て
解
散
し
た
。

　

秋
田
支
部
参
加
者

　

丸
舞
登
山
道　

鎌
田
倫
夫　

石
川
祐
子

　
　
　
　
　
　
　

安
藤
金
栄　

熊
谷
光
子

　

八
幡
平
秋
田
駒
ケ
岳
登
山
道　

今
野
昌
雄

不
帰
ノ
大
滝
へ
の
歩
道
整
備

　
　
　
佐
々
木
　
民
　
秀

不帰ノ大滝の前で
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事
務
報
告

◎
秋
田
県
山
岳
連
盟
総
会

　

四
月
二
十
三
日(

日)

、
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
イ
ヤ
タ
カ
で
開
催
。

役
員
・
代
議
員
（
十
二
名
）
出
席
。

・
二
十
八
年
度
事
業
報
告
決
算
承
認
、
十
九

年
度
事
業
計
画
予
算
案
等
の
審
議
承
認
。

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正

式
種
目
に
決
定
し
た
こ
と
。

・「
日
本
山
岳
協
会
」
が
「
日
本
山
岳
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
」
と
変
更
し
た
こ
と

に
よ
り
、
各
都
道
府
県
の
山
岳
連
盟
も
名
称

変
更
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
連
盟
の
理
事

会
で
協
議
し
た
結
果
、
名
称
の
変
更
は
し
な

い
、
等
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

支
部
関
係
出
席
者　

今
野
昌
雄　

福
田
光
子

　
　
　

三
浦
俊
雄　

長
岡
幸
則　

後
藤
浩
二

◎
中
央
地
区
山
岳
協
議
会
総
会

　

六
月
二
十
七
日(

木)

、
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
赤
沼
・
三
吉
神
社
斎
館
で
開
催
。

十
二
団
体
十
七
名
出
席
。

・
二
十
八
年
度
事
業
・
決
算
の
報
告
、
十
九

年
度
の
事
業
、
予
算
等
を
審
議
・
承
認

・
規
約
改
正
は
、
年
会
費
徴
収
を
承
認
。

・
事
業
と
し
て
、
山
開
き
市
民
登
山
に
リ
ー

ダ
ー
の
派
遣
、太
平
山
歩
道
の
倒
木
処
理
等
。

・
秋
田
県
の
山
岳
遭
難
発
生
状
況
の
報
告
。

・
二
月
十
九
日
、
太
平
山
中
岳
で
発
生
し
た

遭
難
事
故
に
つ
い
て
の
報
告
等
。

支
部
関
係
出
席
者　

佐
々
木
民
秀　

堀
井
弘

　
　
　

佐
藤
博

◎
一
月
四
日　

本
会
か
ら
の
補
助
金
に
関
す

る
二
十
九
年
度
事
業
計
画
を
本
会
に
提
出
。

（
石
川
会
計
担
当
）

◎
二
月
十
八
日　

本
会
か
ら
の
補
助
金
に
関

す
る
二
十
八
年
度
支
部
事
業
報
告
、
並
び
に

支
部
決
算
報
告
を
（
領
収
書
を
添
付
）
本
会

に
提
出
。　
　
　
　
　
　
（
石
川
会
計
担
当
）

◎
二
十
八
年
度
支
部
山
行
の
登
山
届
提
出
に

つ
い
て
本
会
に
送
信
。　
　
　
（
鎌
田
委
員
）

◎
四
月
十
二
日　

本
会
に
「
日
本
山
岳
会
支

部
に
関
す
る
規
程
第
十
二
条
」
に
基
づ
く
報

告
を
提
出
。（
総
会
を
開
催
し
た
こ
と
を
、

議
案
を
添
付
し
て
報
告
す
る
も
の
）

◎
六
月
十
二
日　

全
国
三
十
二
支
部
及
び
本

会
に
「
秋
田
山
岳
一
〇
四
号
」
を
郵
送
。

東
北
・
北
海
道
地
区
支
部
及
び
本
会
支
部
事

業
委
員
会
へ
「
支
部
だ
よ
り
(2) 

(3) 

(4) 

(5)
を

郵
送
。

◎
六
月
二
十
二
日　

本
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

委
員
会
に
、支
部
会
報
「
山
岳
」
を
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
依
頼
。

◎
九
月
五
日
「
各
支
部
で
の
登
山
に
関
す
る

講
習
会
の
実
施
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
回
答
を
支
部
事
業
委
員
会
に
送
信
。

◎
九
月
五
日
「
山
の
日
事
業
イ
ベ
ン
ト
」
に

関
す
る
報
告
を
、
山
の
日
事
業
委
員
会
に
送

信
。

◎
九
月
六
日
「
平
成
二
十
九
年
度
支
部
事
業

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
回
答
を
支
部
事
業

委
員
会
に
送
信
。

　

平
成
二
十
六
年
九
月
、
羽
後
朝
日
岳
に
登

山
中
、
部
名
垂
沢
で
遭
難
し
た
と
思
わ
れ
て

い
た
川
島
由
夫
氏
の
ザ
ッ
ク
、
雨
具
等
が
、

遭
難
か
ら
三
年
が
経
過
し
た
本
年
五
月
下
旬

に
、
地
元
山
菜
取
り
の
方
に
発
見
さ
れ
、
仙

北
警
察
署
を
通
じ
て
、
遺
族
に
引
き
渡
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
七
月
に
入
っ
て
か
ら
側
聞
。

今
野
支
部
長
、
佐
々
木
顧
問
、
佐
々
木
委
員

が
仙
北
警
察
署
等
に
問
い
合
わ
せ
し
、
確
認

さ
れ
た
。

　

九
月
四
日
、
捜
索
に
協
力
し
た
支
部
有
志

で
、
遺
品
が
見
つ
か
っ
た
部
名
垂
沢
二
ノ
沢

の
出
合
い
に
献
花
し
、
ケ
ル
ン
を
築
き
、
冥

福
を
祈
っ
た
。
な
お
、
ご
遺
体
等
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。

　

九
月
四
日
は
、川
島
氏
の
遺
稿
集
「
足
跡
」

の
中
で
、夫
が
尊
敬
し
て
い
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
の
命
日
を
、「
山
に
還
っ

た
夫
の
日
と
決
め
た
」
と
、
川
島
夫
人
が
記

し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

参
加
者　

佐
々
木
民
秀　

今
野
昌
雄

　
　
　

佐
々
木
長
秀　

鈴
木
裕
子

　
　
　

鎌
田
倫
夫　

田
口
義
信

会
員
外　

藤
原
健

訃
　
報

　
北
　
林
　
嘉
鶴
子
　
氏

　
　
　

№
七
五
八
四　

終
身
会
員

　
　
　
　
　
　
　

秋
田
支
部
顧
問

　

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、

　

平
成
二
十
九
年
七
月
十
七
日
逝
去

　
　
　
　
　
　

  

（
享
年
九
十
五
才
）

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

本
会
か
ら
弔
電
を
、
秋
田
支
部
か

ら
弔
電
と
献
花
を
お
届
け
致
し
ま

し
た

こ
れ
ま
で
の
支
部
運
営
の
ご
協
力

に
深
く
感
謝
し
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

献花
二ノ沢の出合

・
会
報
一
〇
四
号　

二
頁
上
段

　

四
月
八
日
総
会　

　
　

出
席
者
に
奥
村
清
明
会
員
を
加
え
る
。

・
会
報
一
〇
四
号　

四
頁
三
段

　

一
月
二
十
一
日
開
催
役
員
会
と

　

二
月
十
六
日
開
催
役
員
会
の

　
　

出
席
者
に
柴
田
勤
委
員
を
加
え
る
。　

　

ご
出
席
下
さ
い
ま
し
た
の
に
校
正
の
段
階

で
気
付
く
こ
と
が
出
来
ず
、
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。
編
集
子
も
会
報
を
担
当
し
て
早
や

十
二
年
、
後
期
高
齢
も
目
の
前
、
何
か
と
注

意
力
が
不
足
し
て
き
て
お
り
、
そ
ろ
そ
ろ
交

代
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
鈴
木
裕
子
）

訂
　
正
　
お
わ
び


